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三
重
県
議
会
で
は
、
三
重
県
産
材
利

用
促
進
に
関
す
る
条
例
検
討
会
を
設
置

し
、
条
例
の
制
定
に
向
け
た
調
査
お
よ

び
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
17
日
の
第
11
回
検
討
会
で
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

先
進
条
例
制
定
県
で
あ
る
兵
庫
県
か
ら

の
聴
き
取
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
の
第
12
回
検
討
会
お
よ
び

10
月
15
日
の
第
13
回
検
討
会
で
は
、
条

例
の
理
念
的
な
部
分
に
つ
い
て
「
正
副

座
長
た
た
き

台
」
を
も
と

に
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
、
条

例
案
の
素
案

作
成
に
向
け

て
、
丁
寧
に

議
論
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　
大
学
教
授
な
ど
外
部
の
有
識
者
８
名

を
委
員
と
し
た
「
選
挙
区
及
び
定
数
に

関
す
る
在
り
方
調
査
会
」
で
は
、「
人

口
減
少
・
地
方
創
生
時
代
に
お
け
る
県

議
会
の
在
り
方
や
果
た
す
べ
き
役
割
」

と
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
「
三
重
県
議
会

の
議
員
の
定
数
及
び
選
挙
区
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
令
和
元
年
10
月
か
ら
10

回
の
会
議
と
２
回
の
現
地
調
査
を
通
じ

て
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
９
月
29
日
に
開
催
し
た
第

10
回
調
査
会
で
は
、
金
井
利
之
座
長
か

ら
示
さ
れ
た
報
告
書
案
に
つ
い
て
委
員

間
で
最
終
的
な
協
議
が
行
わ
れ
、
座
長

の
も
と
、
文

言
等
を
整
理

し
た
上
で
、

令
和
２
年
10

月
20
日
に
座

長
か
ら
議
長

に
対
し
て
報

告
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

※�

調
査
会
の
各
回
の
会
議
録
、
概
要
お
よ

び
資
料
並
び
に
報
告
書
等
は
、
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
９
月
定
例
月
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
「
防
災
、
減
災
、

国
土
強
靱
化
対
策
の
継
続
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、

10
月
１
日
に
議
長
が
国
関
係
機
関
に
対
し
て
提
出
し
、
要
望
の

実
現
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
特
に
、
国
土
強
靱
化
担
当
大
臣
あ
て
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

三
重
県
市
議
会
議
長
会
会
長
の
世
古
明
伊
勢
市
議
会
議
長
、
三

重
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
上
村

久
仁
南
伊
勢
町
議
会
議
長
と
と
も
に

内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進
室
を
訪

れ
、
五
道
仁
実
次
長
に
対
し
て
直
接

手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
９
月
定
例
月
会
議

に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
他
の
８
件
の

意
見
書
に
つ
い
て
も
、
10
月
30
日
に

議
長
が
国
の
関
係
機
関
に
対
し
て
提

出
し
、
要
望
の
実
現
を
働
き
か
け
ま

し
た
。

用　
　
語　
　
解　
　
説

「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対

応
で
き
る
学
級
編
制
基
準
の
制
定
を

杉
本
　
熊
野 

議
員

（
新
政
み
え
／

　
津
市
選
出
）

「
③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
の
実
現
に
つ
い
て

中
森
　
博
文 

議
員

（
自
由
民
主
党
県
議
団
／

　
名
張
市
選
出
）

戦
後
75
年
以
降
の
平
和
教

育
を
問
う

中
村
　
進
一 

議
員

（
新
政
み
え
／

　
伊
勢
市
選
出
）

問

問

問

三
重
県
産
材
利
用
促
進
に
関

す
る
条
例
検
討
会
を
開
催

選
挙
区
及
び
定
数
に
関
す
る

在
り
方
調
査
会
を
開
催

三
重
県
議
会
定
例
会

今
後
の
日
程
（
予
定
）

意見書提出の様子

Ｗｅｂ会議システムを利用した聴き取り
調査の様子

座長から報告書を受け取る議長
の様子

議
員
の
辞
職
等
に
つ
い
て

意
見
書
を
国
へ
提
出

２
０
２
０
年
「
あ
な
た
が
選
ぶ
！
三
重
県
議
会

の
活
動
ベ
ス
ト
10
」
投
票
開
始
の
お
知
ら
せ

　
県
議
会
で
は
、
12
月
末
に
１
年
間
の
主
な
活
動
を
ふ
り
返
る

「
あ
な
た
が
選
ぶ
！
三
重
県
議
会
の
活
動
ベ
ス
ト
10
」
を
発
表

し
ま
す
。　

　
候
補
の
中
か
ら
、
こ
れ
は
！
と
思
う
も
の
に
ぜ
ひ
投
票
を
お
願

い
し
ま
す
。
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
票
で
き
ま
す
。

※��

投
票
期
間
は
令
和
２
年
11
月
27
日
（
金
）
～
12
月
10
日
（
木
）

で
す
。

※
選
定
結
果
は
、
議
長
定
例
記
者
会
見
で
発
表
予
定
で
す
。

１ 

重
層
的
支
援
体
制

　
地
域
住
民
の
複
合
化
・
複
雑

化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、「
相
談
支
援
」「
参
加

支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
支
援
」
を
一
体
的
に
行
う
体

制
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

２ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
実

態
調
査
で
は
、
年
齢
や
成
長
の

度
合
い
に
見
合
わ
な
い
重
い
責

任
や
負
担
を
負
っ
て
、
本
来
、

大
人
が
担
う
よ
う
な
家
族
の
介

護
や
世
話
を
す
る
こ
と
で
、
自

ら
の
育
ち
や
教
育
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど

も
の
こ
と
で
す
。

３ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

G
lobal�and�Innovation�

G
atew

ay�for�All

の
略
で
、

２
０
１
９
年
12
月
に
文
部
科
学

省
が
発
表
し
た
構
想
で
、
１
人

１
台
端
末
と
、
高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的

に
整
備
す
る
こ
と
で
、
多
様
な

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
個
別

最
適
化
さ
れ
、
資
質
・
能
力
が

一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
桑
名
市
・
桑
名
郡
選
出
の
倉
本
崇
弘

議
員
か
ら
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

10
月
19
日
の
本
会
議
で
辞
職
が
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
倉
本
崇
弘
議
員
に
代

わ
り
、
医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常

任
委
員
会
の
委
員
長
に
奥
野
英
介
議
員

が
就
任
し
ま
し
た
。

　
な
お
、公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、

今
回
、
補
欠
選
挙
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
に

お
い
て
、
現
在
の
学
級

編
制
基
準
で
は
、
文
部
科
学
省

が
示
し
た
「
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
～
学
校
の
新
し
い
生
活
様

式
～
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
４
に
基
づ

き
、
三
重
の
子
ど
も
の
教
育
の

保
障
と
安
全
安
心
の
確
保
を
両

立
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

す
。
国
に
先
駆
け
て
県
独
自
の

学
級
編
制
基
準
を
制
定
し
、
教

職
員
定
数
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
急
務
だ
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
安
心
に
学
べ
る
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
少
人

数
学
級
の
推
進
は
重
要
な
事
項

で
す
。
そ
の
た
め
、
本
県
が
先

行
し
て
実
施
し
て
き
た
少
人
数

学
級
の
効
果

を
、
国
に

し
っ
か
り
と

説
明
し
、
学

級
編
制
基
準

を
引
き
下
げ

来
年
度
か
ら

少
人
数
学
級

を
計
画
的
に
進
め
る
よ
う
要
望

す
る
と
と
も
に
、
本
県
と
し
て

の
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
持

続
可
能
な
三
重
へ

○�

ひ
き
こ
も
り

支
援
の
こ
れ

か
ら

　
国
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
す
る
た
め
、「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
加
速
に

よ
る
学
び
の
保
障
」
と
し
て
補

正
予
算
が
措
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け

て
、
本
県
の
県

立
高
等
学
校
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
状

況
や
、
生
徒
が
家
庭
で
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
を
行
う
た
め
の
環
境

整
備
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
民
間

人
材
等
の
活
用
方
策
に
つ
い
て

も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
教
育
委
員
会
で

は
、
す
べ
て
の
県
立

高
等
学
校
で
本
年
度
中
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
を
行
う
予
定
で

す
。
ま
た
、
家
庭
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
参
加

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
し

た
。
民
間
人
材
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
県
内
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の

技
術
者
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
し

て
、
各
学
校
に
派
遣
し
、
教
材

作
成
な
ど
の
支
援
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
三
重
と
こ

わ
か
国
体
」「
三
重
と
こ
わ

か
大
会
」
の
競
技
会
運
営
に

つ
い
て

○�

伊
賀
地
域
の

幹
線
道
路
の

整
備
促
進
に

つ
い
て　
ほ
か

　

戦
後
75
年
が
た
ち
、

多
く
の
人
々
か
ら
戦
争

の
記
憶
が
な
く
な
り
、
悲
惨
な

体
験
を
し
た
人
た
ち
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
立
場
に
あ
る
教
員
、
そ
し

て
教
育
委
員
会
の
姿
勢
と
い
う

も
の
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
戦
争
に
つ
い
て
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
平
和
教

育
へ
の
思
い
、
そ
し
て
今
ど
の

よ
う
に
平
和
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
、
教
育
長
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�

　
戦
争
の
悲
惨
さ
に
学

び
、
平
和
の
大
切
さ
、

命
の
尊
さ
を
考
え
る
機
会
を
通

し
て
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発

展
の
た
め
に
行
動
で
き
る
子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
く
こ
と

は
、教
育
の
重
要
な
役
割
で
す
。

県
教
育
委
員

会
で
は
、
引

き
続
き
、
各

学
校
に
お
い

て
、
平
和
の

大
切
さ
や
命

の
尊
さ
に
つ
い
て
思
い
を
深
め

る
取
り
組
み
を
、
市
町
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
産

業
を
ど
う
守
る
の
か

○�

コ
ロ
ナ
禍
と

医
療
体
制
強

化　
ほ
か

▲一般質問
（杉本熊野 議員）

▲一般質問
（中森博文 議員）

▲一般質問
（中村進一 議員）

　
令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
３
年
２
月

ま
で
の
日
程
（
予
定
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

12
月
２
日
、
４
日

　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

 
 

　
　
７
日
、
８
日

　
　
　
　
　

 

予
算
決
算
常
任
委
員
会 

 

　
　
９
日
～
11
日
、
14
日

　
　
　
　
　

 

各
常
任
委
員
会
及
び
分
科
会 

 

　
　
17
日　

 

予
算
決
算
常
任
委
員
会 

 

　
　
18
日　
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
21
日　
本
会
議（
採
決・
閉
会
）

 

１
月
15
日　
本
会
議（
開
会
）

 

２
月
３
日   

代
表
者
会
議

　
　
10
日　
議
会
運
営
委
員
会 

 

　
　
12
日　
全
員
協
議
会 

 

　
　
17
日　

 

本
会
議（
議
案
上
程
） 

 

　
　
　
　
　
議
案
聴
取
会

　
　
18
日　
議
案
聴
取
会

　
　
25
日　
本
会
議（
質
疑
） 

 

　
　
26
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

 
 

答

答

 

テ
レ
ビ
中
継　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
・

拡
大
防
止
の
た
め
、
議
事
堂
で
の
傍

聴
に
代
え
て
、
極
力
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
等
で
の
ご
視
聴
を
お
願
い
し

ま
す
。
議
事
堂
で
傍
聴
さ
れ
る
場
合

に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
間
隔
を
空

け
て
の
着
席
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

こ
の
日
程
は
、
令
和
２
年
11
月
５
日

現
在
の
予
定
で
す
。
最
新
の
情
報
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
議
会
の
日

程
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。




